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はじめに
　私の所属する大阪急性期・総合医療
センターは，大阪市の南部にある865床
の地域医療支援病院である。基幹の電
子カルテを中心に，大小約60種の部門
システムが接続された典型の部門分散型
病院情報システム（HIS）を構築してい
る。このうち診療記録の発生源となる
24システムと紙を統合する構成で，2014年
当時に富士ゼロックス（現・富士フィル
ムビジネスイノベーション）が提供して
いた「Apeos PEMaster ProRecord 
Medical（PRM）」を用いて診療記録文
書統合管理システム（DACS：Docu-
ment Archiving and Communication 
System）を構築した。現在は富士フィル
ムメディカルの提供する「CITA Clinical 
Finder（CITA）」を基盤とした第2期の
構築がひと段落し，統合管理された情
報の活用に向けた機能開発に着手した
ところである。データの活用について話
すに当たり，まずDACSについて紹介す
る。

DACS
　2000年代に電子カルテが実用化され
ると部門業務に特化した製品の開発は
加速し，多数の部門システムを接続して
構成する部門分散型のHISが成立して
きた。一方で，それらで作成される診療
記録は多数のシステムに情報が分散して

いることで，電子保存の三原則とされる
要求のうち保存性・見読性に関して懸
念を持つ。これに対して，多様な発生源
を持つ情報を電磁的に統合するシステム
設計のコンセプトを大阪大学医学部附
属病院が提唱して，すでに10年が経つ。
このコンセプトがDACSであり，部門分
散型HISの保存性・見読性に関する欠
点を補うデジタルカルテ庫とも言うべき
電子保存の三原則を尊重した仕組みで
ある。情報システムから発生する記録だ
けでなく，紙で作成や収受する記録も
「医療情報システムの安全管理に関する
ガイドライン」に沿って電子化し，発生
源を問わず電磁的に統合管理する。
PACSの記録文書版と言えばイメージが
しやすいだろうか。医用画像には
DICOMなどの標準規格がある一方で，
診療に関する記録文書データには標準
規格がないため，PDFなどの文書ファイ
ルと属性情報のセットを標準的なデータ
として扱うベンダーニュートラルな性質
を有する。

CITAによる第2期DACSの構築
　第2期であるからには，医療スタッフ
の目に触れるビューワの機能改善だけで
なく，中央スキャン部門の実務者らが蓄
積してきた課題の解決，データの二次利
用の強化による診療情報管理部門のデ
ジタルトランスフォーメーション（DX）
は外せないテーマであった。ベンダーに

よるDACS化のオプション開発に加え，
DACSとしての完成度や旧システムの長
所の再現，効率や安全を意識した利用
者視点による開発や修正を行い，当初
予定より半年の延期を経てアップグレー
ドされたシステムが稼働した（図1）。一
部の機能とその使用感について紹介す
る。
　ベンダーが用意したCITAのDACS化
オプションとして，PRM同様のマトリッ
クス形式とツリー形式のビューワが発展
的に開発されている。もともとCITAの
パッケージは複数のビューワを有すが，
われわれはこの2種類の利用に絞った。
全体的に視認性が見直されたほか，新た
にサムネイル表示が実装され，個々の文
書を開かずして目的の文書をスムーズに
探せるようになった。文書に付せんを貼
るように特記事項を付与するタグ機能は
PRMにはなかったもので，CITAの既存
機能である。カルテ開示の際に有用なメ
モなどに使用している。

個別開発した機能
　新たにアクセス権限管理の機能を開
発した。情報の扱いにいっそうの配慮が
必要だが，多部門の兼務が多い遺伝診
療部などの都合を念頭し，職種や部門
だけでなく個人単位の柔軟な管理ができ
る設計とした。重複検査などがないよう，
アクセス権限のない利用者でも当該情報
の存在だけはわかるように，タイトルだ
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けは必ず見えること
は重視した。
　紙媒体の記録の
スキャン機能につ
いては，すべてを一
新した。DACSで
は，情報の管理や
活用の目的で種別
から監査証跡に至
るまでの属性情報
を付与するため，
CITAの既存機能
ではこれに堪えない
と判断したのだが，
スキャン業務にか
かる人的リソース
の維持が課題だっ
たことも大きな要因
である。ベンダーの開発部門の方にも訪
問していただき，実務者も交えた試作の
評価を繰り返した結果，われわれとベン
ダーの双方が好評価できる機能が完成
した。パッケージを否定したにもかかわ
らず要望をくんでくれたベンダーには感
謝したい。スキャン後の登録は，ページ
順の調整や分割などをドラッグ・アン
ド・ドロップによる直感的操作とし，頻
用する操作はショートカットキーを充実
して紙とマウスを持ち換える頻度を減ら
した。稼働後，1文書あたりのスキャン
登録にかかる時間は約1/5となった。
　スキャン後の電子化文書を管理する
機能も新規に開発した。紙で作成され
た記録を「医療情報システムの安全管理
に関するガイドライン」に沿う方法で電
子化し，電磁的に保存するシステムは多
数あるが，成果物の電子ファイルについ
て，参照のための電子化なのか，法定保
管の対象にできる電子化なのかまでを管
理できるものは存在していなかった。そ
こで，スキャン後の管理に特化した画面
を新設計し，点検時には点検ずみである
印として原本の所在を付与することにし
た。この画面は情報管理の完全性だけ
でなく，日常の点検および原本の捜索が
必要になった際の効率化に大きく貢献
してくれている。柔軟なフィルタ機能に
よって，ヒューマンエラーの発見にも有
用である。

統合された診療記録の活用と
今後の展望
　さて，データを活用するためには，
データの収集，可視化，分析とアクショ
ンプランの策定，実行というプロセスが
必要だが，先に述べたとおり1施設内で
あっても診療記録が分散している場合
が多く，収集にすら手間を要しているの
が現実である。多数の発生源を持つ情
報を1つに統合するDACSのC：Com-
municationを最大限活用することは重
要で，機能面では視認性にとどまらない
データの可視化を講じていかなければな
らない。分析とアクションプランの策定
にこそ時間を使うべきだという働き方の
改革の観点からも，情報システムには利
用者に気づきを与える仕組みが要求され
る。例えば，異なる発生源の情報をまた
ぐアクセスが多いことは先行研究によっ
てすでに示されていることから，協調フィ
ルタリングなどの推薦手法の実装も，日
常診療における医師などの支援に有用で
ある可能性は高い。診療シーン以外で
は，多視点の臨床評価指標を計算する
ための基盤にもなりうる。これらはPRM
においても提案していたが，実現できて
いない。

量的点検の自動化
　情報の品質についても考える必要があ

る。国単位のようなメガデータの利用で
あれば多少の誤りは過程で整理されるで
あろうが，1施設の情報はそうはいかな
い。旧来から診療情報管理部門が行っ
ていた診療記録の量的な点検業務は，
電子カルテによって複雑化した結果，簡
略化されていることも散見するが，やは
り一定範囲で必要なのだ。先輩方が行っ
てきた業務の目的を尊重し，情報化に
堪えるようアップデートすることは，私
のような電カルネイティブ（デジタルネ
イティブを電子カルテに限局的に表現し
てみた）世代の役割だと思う。情報が多
数のシステムに分散していれば自動化は
困難に思うが，これもDACSで担える
として2021年度中の実装をめざす。

おわりに
　DACSの登場は診療記録の保管とそ
の標準化，利用者と情報の接点の一元
化に向けて大きな革新であったと言える
ものの，この10年で普及が進んだとは
言い難い。しかし，診療記録を網羅的
かつ体系的に保有する仕組みとしてデー
タドリブンの実践に資するはずである。
収益に直結しないためベネフィットの定
量化に苦労はあるが，CITAで構築した
DACSは多彩な機能やベンダーの積極
性によって，存在感や可能性の面で非
常に有望なデータ基盤になるだろう。
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図1　CITAを基板としたDACS
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